
◉八橋宿と
市

　鎌倉時代
の八橋には

宿が設けら
れ、おそら

く

鎌倉初期に
宿として整

備されたと
推定されま

す

が、史料上の
「八橋宿」の

初見は弘長
２年（1262）

です。高
たか
階
しな
宗成が弘安

年間（1278
～88）に京・

鎌倉往還を
下向した際

に、宿名を
長歌に詠み

ま

したが、こ
こにも八橋

は確かめら
れます。

『十
い ざ よ い

六夜日記』
や『沙

しゃ
石
せき 集
しゅう』によると

、八橋宿

では宿泊し
たり、訪れ

た人にもて
なしの料理

を

提供したり
した様子が

伝えられて
います。寺

院

（図２・５
）にも旅人

の宿泊施設
が設けられ

て

いたことで
しょう。市

も宿に開か
れていたと

考

えられます
。この頃の

市は常設で
なく、寺社

の

門前や宿の
要地に、月

の定められ
た日、つま

り

市日に遍
へん
歴
れき
する商人ら

がやってき
て商売をす

る

定期市でし
た。普段は

閑散とした
掘
ほっ
立
たて 柱

ばしらに屋

根がある簡
素な建物が

使用されて
いたはずで

す

（図４）。

　ただし、
建武２年（

1335）８月
、足利尊氏

が北条時行
の反乱を鎮

めるため関
東に下向す

る

際、軍勢が
通過して八

橋に宿泊し
たとみなさ

れ

ますので、
野営する宿

周辺の場所
も含めて多

く

の人々を収
容できたこ

とも想定さ
れます。

◉八橋宿の
構造と流通

　八橋宿は
大きく四つ

のエリアに
分けられま

す。①宿中
心部の町屋

、②寺院群
、③在家、

④

市場・墓域
です（図７

）。

　上
かみ
重
しげ
原
はら
町や重

しげ
原
はら
本
ほん
町
まち
（刈
かり
谷
や
市）の領域

は、古

代の東海道
の推定経路

や中世の京
・鎌倉往還

か

らは少し南
に外れた地

域にありま
す。上重原

地

域からの道
路、あるい

は河川の流
通によって

、

東海道もし
くは京・鎌

倉往還と結
びついてい

た

はずですが
、具体的な

経路などは
不明です。

八

橋宿は
あい
妻
づま
男
お

挙
ころ
母
も
道

の交差地点
（図６）や

京・鎌倉往
還の渡しの

付

近で、その
河川交通を

利用した流
通が展開し

て

いたことも
推定されて

います。

図7　中世八
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知立・八橋
を行き来し

た人々の紀
行文

　京・鎌倉
往還が整備

されていく
と、旅をし

た人が紀行
文を著し、

市域の知立
や八橋の様

子を書き伝

えました。
貞応2年（1

223）4月8日
、『 海

かい
道
どう
記』の作者

は京都から
鎌倉に下る

途中で、二
ふた
村
むら
山を越し

て境
さかい川を渡り、「

雉
ち
鯉
りゅ
鮒
う
」・八橋を通

過しました
。ここには

「雉鯉鮒ガ
馬場」を過

ぎて、数里
の野原

を進み、八橋
に至ってお

り、市域の様
子が簡略な

がら描写さ
れています

。

この「馬場
」は市域北

部から豊
とよ
田
た
市駒
こま
場
ば
町一帯に広

がっていた
とみな

されていま
す。「雉鯉鮒

」の地名か
ら、沿道も

しくはその
付近に集落

が

形成されて
いたと導か

れますが、
この頃の「

雉鯉鮒」に
はまだ宿と

し

ての設備は
整っていな

かったと思
われます。

　八橋には
一つ二つの

橋が架かっ
ていて、杜

かきつばた若が咲いて
いること、

し

ばらく進ん
だ宮橋とい

う所では渡
し板が朽ち

、八本の橋
柱は残って

い

て溝にある
といったこ

とや、この
地に至った

心情などを
綴っていま

す。

　弘安3年（
1280）11月

、 飛
あす か

鳥井
い
雅
まさ
有
あり
が鎌倉に下

向する際に
八橋の様

子を記して
います。雅

有は『春の
深
み
山
やま
路
じ
』に、蜘

く
蛛
も
手
で
と言われて

いた

様子と異な
り、今はた

だ二つの橋
があるのみ

で、杜若も
見えないと

述

べています
。
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図3　「市場
」の旧地名

があった場
所の現風景

（図7
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図4　中世の
市場の様子

（「一遍聖絵
」第四巻第

三段 備前福
岡の市）

　　  清浄光
寺（遊行寺

）蔵

いろいろな
人が知立や

八橋のこと
を気にして

いたんだっぴ
ね。

図7は、八橋
の土地の高

低差を等高
線で表し、そ

れに町屋や
寺院といった

宿の景観を
復元したもの

だよ。

図内の数字
は標高を示

し、25cm間
隔で等高線

が描かれて
いるんだ。つ

まり、急斜
面のように高

低差

が大きいと線
が密集して黒

く見えるよう
になっている

よ。土地の
凸凹から、

八橋の高い
場所を古くか

ら

の寺社（日
吉山王社・

無量壽寺、
在原寺など

）が占めてい
ることや京・

鎌倉往還が
人工的に尾

根筋を

断ち切って造
られているこ

と（ ）などがわか
るね。
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◉古代の東
海道と駅制

　古代には
都から諸国

への街道が
新設・整備

さ

れ、道であ
る東海道（

古代東海道
）も整えら

れ

ました。お
よそ一定の

距離に設け
られた駅に

は

馬や食料な
どが用意さ

れ、駅
えき
鈴
れい
を与えられ

た駅

使が通行の
際に利用し

ていました
。三河国に

は

鳥
と
捕
とり
駅（現・岡

おか
崎
ざき
市）、山

やま
綱
つな
駅（現・岡崎

市）、渡
わた

津
つ
駅（現・豊

とよ
川
かわ
市）がおか

れました。
平安時代に

なると次第
に駅制は廃

れていき、
平安後期に

は

十分に機能
していなか

ったようです
。

　『伊勢物語
』をはじめ

、『更
さら
級
しな
日記』には

八
やつ
橋
はし

のことが触
れられ、行

き来する人
々が八橋の

こ

とを歌に詠
よ
んでいます

から、平安
後期の八橋

に

は伝
てん
馬
ま
や宿泊など

の施設が設
けられてい

たのか

もしれませ
ん。平安後

期には宿
しゅくという語が

定

着しつつあ
り、駅と同

義で使用さ
れているよ

う

です。江戸
時代の旅

はた
籠
ご
が立ち並ぶ

宿場の様子
と

は異なり、
宿泊施設は

町屋ととも
に寺院が多

く

利用されて
いました。

◉京・鎌倉
往還の成立

　平安時代
には、古代

東海道近辺
の通行しや

す

い道が利用
されるよう

になりまし
た。鎌倉幕

府

が成立する
と、京都と

鎌倉を行き
来する人が

増

え、 源
みなもとの頼

より朝
とも
は街道を整

備しました
。それは

一般的に鎌
倉街道と呼

ばれていま
すが、ここ

で

は京・鎌倉往
還（図１）と

表記するこ
とにします

。

　文治元年
（1185）11

月29日、源
頼朝は「駅

路の法」を
定めました

。これは京
都に上る使

者

が伊豆・駿
河国以西か

ら近江国に
到るまで、

伝

馬や食料を
沿道の荘園

から徴収す
ることを認

め

たものです
。建久５年

（1194）11
月８日、頼

朝は京・鎌
倉往還の駅

に早馬や匹
ひっ
夫
ぷ
を設置し、

「大宿」に
は８人、「小

宿」には２
人を用意す

る

ことを命じ
ています。

この頃には
新しい宿が

増

えてきたの
で、重ねて

早馬以下の
設置を命じ

た

わけです。

◉京・鎌倉
往還の管理

と宿の長者

　承元４年
（1210）６

月13日、幕
府は駿河国

以西の京・
鎌倉往還に

おいて守護
を通じて「

海
かい

道
とう
駅
えき
家
や
等
など
結
けち
番
ばん
夜
や
行
こう
番
ばん 衆

しゅう」に旅人の
警固をさせ

たり、翌建
暦元年（12

11）６月26
日に、守護・

地頭らに新
しい宿を立

てるよう命
じたりしま

し

た。文応２
年（1261）

２月25日に
、幕府は早

馬を宿に２
疋
ひき
置き、それ以

上を徴発し
ないこと、

「京
きょう 下

くだり御
ご
物
もつ 送
おくり人

にん
夫
ぷ
」も多く徴

発しないよ
う荷

物の量に応
じて人数を

定めること
、「私物送夫

」

を停止し、
夫
ぶ
役
やく
を路次で強

制的に徴発
しないこ

となどを命
じました。

これらより
宿や道路の

管

理は、幕府
の指示を受

けた守護や
地頭らが担

っ

ていたと見
なされます

。

　宿内では
「 宿
しゅくの 長

ちょう者
じゃ
」などとよ

ばれた、宿

を管理して
いた者の存

在が知られ
ています。

女

性が務めて
いた例もあ

り、遠江・
駿河国の宿

の

長者には武
士領主の血

縁による同
族のつなが

り

があって、
宿の運営を

めぐって連
携していま

し

た。尾張国
の萱
かや津

づ
宿（現・あま

市）のよう
に、

有
う
徳
とく
人
にん
と称される

裕福な商人
が「宿長者

」と呼

ばれていた
場合もあり

ました。
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知立市域

三河地域

「鎌倉街道
」ということ

ば

は、実は鎌
倉時代には

使

われていな
いんだ。初

めて

登場するの
は江戸時代

に

なってからな
んだよ。

八橋宿と
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